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ツミAccjpjter･ｇｕ〃isが繁殖期に捕獲する獲物数の推定

植田睦之’

はじめに

近年，シミが都市近郊で繁殖しているのが多数確認されている（遠藤ほか1991)．ツミ

の食性については，石沢・千羽（1967）が非繁殖期について報告しているが，繁殖期につ

いては，断片的なものしかない（たとえば平野ほか’988)．猛禽類の保護の基礎資料と

して，繁殖期に捕獲している捜物の種類や，どれくらいの数の盤物が繁殖するのに必要か

を知ることは重要なことである．そこで本論文では，都市近郊においてツミがどのような

獲物を捕食しているか，そして繁殖期のあいだにどれくらいの数の獲物を捕獲しているか

を推定してみる．

調査地および調査方法

ｌ）調査地と調査時期

調査は，東京都府中市，国立市，国分寺市，小金井市の緑地で行なった．これらはすべ

て住宅地に囲まれたｌ～４haの孤立した雑木林で，樹高１０～15ｍのコナラQuel･cus

serrata，クヌギＱ､αc”ssjma，エゴノキStyraxjbIPo"jcaなどの落葉広葉樹が優占して

おり，樹高10～20ｍのアカマツＰｍｕｓｄｅ"si/oJora，サワラＣﾉｶamaeQyparjspjs旅rαなどの

針葉樹が少数混ざっていた．林床は公園や学校の林として管理されているため，低木や草

本層は刈りとられており，一部にササ類が残っていたり，シュロT1raCﾉiycam皿sexCeIsa

やアオキAucu6ampo凡jcaがまばらにはえているところを除けば，林内は見通しがきい

ていた．

調査は，1987～1992年の６年間，４月～７月上旬にかけて行なった．この季節は，ツミ

の営巣地定着から巣立ちまでの期間にあたっている．巣立ち後は幼烏が分散し，獲物の記

録をほとんど得ることができなかったため，分析から除外した．

２）ツミが捕獲する獲物の種類

この調査は合計15つがいを対象に行ない，８～10倍の双眼鏡および22倍の望遠鏡をもち

いた直接観察と，落下した獲物の羽毛の採集により種類の判別を行なった．この方法によ

り，観察した獲物の88％（ｎ＝433）は種名を判定することができた．鳥類の獲物は，大

きさによって小鳥と中型烏の２つに区分した．小鳥はスズメＰａｓｓｅｒｍｏ"tα皿s程度の大

きさのものとし，中型烏はムクドリStumuscmeraceusより大きい鳥とした．
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Species

３）繁殖期にツミが捕獲する獲物数の推定

この調査は，８つがいを対象に，１日に雄および雌が営巣地に運んできた獲物の数を繁

殖期をとおして記録した．ツミは獲物を捕獲した場所では摂食せず，営巣地まで獲物を運

んできてから摂食するため，営巣地の観察だけでも，正確な獲物の捕獲数を記録すること

ができる．1991年には，育雛期にビデオカメラをもちいて，巣への獲物の運搬回数を記録

した．ビデオカメラは巣から少し離れた位置に設置したため，種類の判別は不可能で，小

鳥，中型烏といった大きさの区別しかできなかった．また，獲物の90％以上が小鳥であっ

たため，小鳥の獲物だけを分析対象とし，小鳥以外の獲物を運んできた日のデータは分析

から除外した．

育雛期には，ヒナの日齢にともなって換物の運搬回数の増加がみられた．そこで，ヒナ

の日齢と１日の獲物の運搬回数との関係の回帰直線を引き，その積分値から育雛期の総運

搬回数を求めた．

結果

１．ツミが捕獲する獲物の種類

捕獲された獲物の記録（、＝433）を分析すると，換物の種類は24種類にのぼった（表

l）．獲物はメジロZosterOpsﾉapo凡icαのような小さな烏からドバトCoJum6α〃ujavar．

Table１．ThepreyitemsofJapaneseLesserSparrowhawksinsuburbanareas，Tokyo．

種名
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陥拙０

Ｆｉｇ．１．ＭａｉｎｐｒｅｙｓｉｚｅａｎｄｓｐｅｃｉｅｓｏｆｓｍａｌｌｂirdsofJapaneseLesserSparrowhawksin

suburbanareas（ｎ＝433)．

domesticαのような大きな烏まで広範剛にわたっており，ネズミのような小I浦乳類やセミ

のような昆虫も記録された．しかし，９０％以上は小鳥がしめており，特にスズメ，シジュ

ウカラＰａｒｕｓｍ〃o７．が多く，この２種だけで80％以上をしめていた（図１）．

２．繁殖期にツミが捕獲する狸物数の推定

狸物の運搬回数はヒナがふ化するまではほぼ一定しており，１日に約３羽の狸物を逆ん

できた（3.03±ＳＤ､０．３７，，＝28)．しかし台雛期では，ヒナの、齢にともなって狸物の

運搬回数が増加していったヒナの|･Ｉ齢にともなう狸物の運搬回数の増加がみられたが，

その増加はヒナ数と関係があるのだろうか．観察した巣には，ヒナ数が４羽の場合と５羽

の場合があった．ヒナの数が多くなれば，それだけ狸物の運搬回数が多くなる可能性があ

るので，それらを一緒にして考えてよいのかを確かめる必要がある．ヒナ数が４羽の場合

と５羽の場合で，回帰直線の傾きとずれをｔ検定をもちいて検定すると，ヒナが４羽の場

合と５羽の場合とでは有意な差はみられなかった（ｔ＝0.06,ｔ＝0.68,Ｐ＞0.5)．この

ように，ヒナの羽数が獲物の運搬回数に影響をおよぼさないことは，ハイタカ（Perrins

＆Geerl980，Newtonl987）でも知られている．ヒナの数が獲物の運搬回数に影響をお

よぼさなかったため，ヒナの数が４羽の場合と５羽の場合を合わせて肯雛期の獲物増加式

を算出した（図２)．その結果，ヒナの11齢をｘ，１日の獲物の運搬回数をｙとすると，

IiIj者のあいだにはｙ＝0.35ｘ＋3.23という'11111,1}式が成立した（Kendallの順位柑関係数

て＝0.841,ｚ＝5.948,Ｐ＜0.001,,＝29)．また，この回帰直線からのそれぞれのデー

タの分散は非常に小さかった（Ｆ検定Ｆ＝390.88,Ｐ＜０．００１，，＝29)．

この回帰式から，ツミの育雛期間である2311間（械川1991）の獲物捕獲数を推定する

と，174羽になる．繁殖地定着からヒナふ化までの約２か月では（植1111991)，１日に約３

羽の小鳥を捕獲したので，そのあいだの狸物捕独数の合計は，180羽と推定される．した
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０ １０２０

Daysafterhatching

Ｆｉｇ．２．ＴｈｅｉｎｃｒｅａｓｅｏｆｎｕｍｂｅｒｏｆｐｒｅｙｐｅｒｄａyinthenestlingperiodofJapaneseLesser

Sparrowhawksinsuburbanareas（ｎ＝29)．

○Ｆｏｕｒyoung●Ｆｉｖｅyoung

がって，1つがいのツミがヒナを巣立たせるのには，合計354羽の小鳥が必要なことにな

る．

考察

ツミは多種多様な穫物を捕獲していた．それは小さな昆虫から，ドバトにまでわたって

いた．しかし獲物の大部分は小鳥によってしめられており，特にスズメとシジュウカラが

大部分をしめていた．いずれも数例の観察にすぎないが，平野ほか（1988)，山口（1989）

がスズメが獲物になっていたことを，竹田（1989）がスズメ，シジュウカラが獲物になっ

ていたことを報告している．したがって，都市近郊でのツミの獲物はスズメ，シジュウカ

ラが中心となっていると思われる．スズメ，シジュウカラはどこの緑地でも数多く生息し

ている．都市近郊の緑地で繁殖することができた要因の１つには，これらの小鳥が数多く

生息していたことがあげられるだろう．

育雛期における獲物捕獲数の増加は一定していて，分散は非常に小さかった．したがっ

て，回帰直線による獲物捕獲総数の推定はかなり信頼度の高いものである．Ｎｅｗｔｏｎ

(1987）は，近縁のハイタカの育雛期の獲物運搬回数を調べている．正確な数値がわから

ないので検定することはできないが，ツミのこの分散がハイタカと比べて非常に小さいこ

とは明白である．この傾向がツミー般のものなのか，それとも都市近郊の緑地に固有のも

のなのかは，山地部での観察がないためにわからない．しかし，植田（印刷中)，平野・

君島（印刷中）は，山地と比べて都市近郊の緑地の方が獲物の生息数が多いことを明らか

にしているので，都市近郊の緑地の獲物の豊富さが，この分散の小ささを可能にしたのか
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もしれない．

ツミが繁殖のために必要とする盤物の数は，繁殖地への定着から巣立ちまでで約350羽

と推定できた．しかし，この数はあくまでも最低必要な数であって，ツミが繁殖するため

にこれだけ獲物が生息していればよいという訳ではない．もし，繁殖期に捕盤する換物戯

から繁殖に必要な換物生息数を算出することができれば，ツミが繁殖できるためにどれだ

けの獲物生息数を確保すればよいかがわかるだろう．さらに，平野・樋口（1988）のよう

に，環境と生息個体数の関係を明らかにすれば，その獲物生息数を確保するためにはどれ

だけの面積の採食地を保護すればよいのかを知ることができる．

獲物捕獲量から，繁殖するのに必要な盤物生息数を推定するのは困難だろう．しかし，

猛禽類の調査が，行動追跡をするのが困難なため，営巣地中心の調査になってしまうこと

が多い現状を考えれば，ビデオなどを使用して容易に調べられるこの方法は，生息地保護

のための有用な手法となるかもしれない．
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要約

ｌ・東京の都市近郊で繁殖しているツミが捕獲する獲物と，繁殖期間中に捕獲する換物の捕獲数を

推定した．

２．獲物は合計24種にのぼり，ドバトのような大きな鳥やネズミなどの小哨乳類，セミのような昆

虫まで記録された．しかし，９０％以上は小鳥がしめており，特にスズメとシジュウカラが全体の80％

以上をしめていた．

３．ツミが１日に捕獲する盤物数はヒナのふ化までは約３羽で安定しており，育雛期にはヒナの日

齢にともなって増加した．ヒナの日齢をｘ，１日の穫物の運搬回数をｙとすると，両者の関係はｙ＝

0.35ｘ＋3.23で表され，育雛期間中には約170羽の小鳥を捕穫していることが推定された．そして繁

殖地定着からヒナ巣立ちまでには，約350羽の小鳥を捕獲していることが推定された．

４．ビデオなどをもちいることにより容易に推定できる獲物の捕穫数の，猛禽類保護への有効性に

ついて議論を行なった．
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Ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｓｍａｌｌｂｉｒｄｓｐｒｅｄａｔｅｄｂybreeding

JapaneseLesserSparrowhawksAccjpjteﾉ･guIarjsinsuburbanareas,Tokyo．

MutsuyukiUetal

1.IstudiedpreyitemsofJapaneseLesserSparrowhawksAccjpjterguJarｉｓｉｎｓｕｂｕｒｂａｎ

ａｒｅａｓｏｆＴｏｋｙｏｉｎｌ９８７－１９９２，ａｎｄｅｓｔｉｍａｔｅｄｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｓｍａｌｌｂｉrdspredatedbythe

hawksduringthebreedingseason、

2．Twentyfourspecieswerepredated､TheyincludedDomesticPigeonsCoZum6aJjujavar・

domesticα,ｓｍａｌｌｍａｍｍａｌｓ,ａｎｄinsects､About９０％ofthemweresmallbirds，ｓｕｃｈａｓ

ＴｒｅｅＳｐａｒｒｏｗｓＰａｓｓｅｒｍｏ凡tα"ｕｓａｎｄＧｒｅａｔＴｉｔｓＰａｒｕｓｍ町ｏｒ、

3．Numberofpreyperdaywasconstant,aboutthree,untiltheyounghatched､Thenumber

ofpreyperdayincreasedduringthenestlingperiod・Therelationshipbetweendaysafter

hatching（Ｘ）ａｎｄｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｐｒｅｙｐｅｒｄａｙ（Ｙ）ｗａｓｓｈｏｗｎａｓＹ＝0.35Ｘ＋３．２３（て＝

0.84,ｚ＝5.95,Ｐ＜0.001,,＝29）Itisestimatedthatl74smallbirdsarepredatedduring

thenestlingperiod（２３days）andthat354smallbirdswerepredatedfromestablishment

ofterritoryuntilfledgin９．

４．Someconservationissueswerediscussedinrelationtotheavailabiliｔｙｏｆｐｒｅｙｆｏｒｔｈｅ

ＪａｐａｎｅｓｅＬｅｓｓｅｒＳｐarrowhawk、

１．ResearchCenter,WildBirdSocietyofJapan・Higashi2-24-5,Shibuya-ku,Tokyo
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